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一般質問（5）、委員会視察レポート、用語の解説、決算・補正予算の審査結果

会計名 収入済額 支出済額 収入支出差引額
一般会計

特
別
会
計

国民健康保険
下水道事業
中小企業従業員
退職金等共済事業
老人保健（医療）
駐車場事業
介護保険
保谷駅南口地区第一
種市街地再開発事業
後期高齢者医療

合計

＜平成22年度各会計決算の概要＞

678億8,608万533 664億2,810万2,622 14億5,797万7,911

171億3,745万5,780 168億4,230万1,625 2億9,515万4,155

46億1,097万9,237 45億6,009万5,197 5,088万4,040

2億7,318万9,323 2億4,141万531 3,177万8,792

989万1,392 989万1,392 0

1億6,497万1,497 1億5,803万8,875 693万2,622

101億9,021万8,098 101億5,926万6,622 3,095万1,476

20億6,191万2,573 20億2,708万5,276 3,482万7,297

33億7,857万3,223 33億2,897万8,940 4,959万4,283

1,057億1,327万1,656 1,037億5,517万1,080 19億5,810万576

小計 378億2,719万1,123 373億2,706万8,458 5億12万2,665

（単位　円）

一般会計歳出
総　　額

664億 2,810万円総　　額
678億 8,608万円

一般会計歳入

市税 43.8%
市民税などの税金

国・都支出金 23.2%
使い方が定められている国や
都からの補助金や負担金など

各種交付金 11.3%
使い方が定められていない
国や都からの交付金

市債 12.7%
公園整備などの
ための市の借入金

繰入金 2.8%
基金（市の貯金）
などからの繰り入れ

使用料・手数料・
分担金・負担金 

1.9%

その他 4.3%

教育費 8.7%
学校、公民館などの
整備、教育の振興な
どにかかる費用

公債費 8.2%
市債返済に
かかる費用

衛生費 7.2%
ごみ収集、リサイクル、
市民の健康増進などの
ためにかかる費用

その他 7.1%
議会費、商工費、
消防費など

子どもやお年寄り、
身体の不自由な方
などの福祉にかか
る費用

民生費 47.5%

総務費 10.5%
行政の運営や市税の
賦課・徴収などにかかる費用

土木費 10.8%
道路や公園などの
住環境の整備にかかる費用

決
算
・
補
正
予
算
の

審
査
結
果
で
す

平
成
22
年
度
決
算
と
平
成
23
年
度
補
正
予
算
の
主
な
審
査
結
果
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会

　９
月
26
日
〜
９
月
30
日

予
算
特
別
委
員
会

　９
月
13
日
〜
９
月
14
日

企
画
総
務
委
員
会

視
察
レ
ポ
ー
ト

企
画
総
務
委
員
会

視
察
レ
ポ
ー
ト

浜
松
市

公
共
施
設
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

浜
松
市
は
、
平
成
17
年
７
月

の
12
市
町
村
の
合
併
後
、
庁
舎
、

ホ
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど

旧
市
町
村
時
の
施
設
配
置
を
基

本
に
施
設
運
営
を
行
っ
て
き
て

い
る
。
市
で
は
厳
し
い
財
政
状

況
の
折
、
保
有
す
る
財
産
に
関

す
る
改
革
を
資
産
経
営
の
中
心

的
課
題
と
位
置
づ
け
、
平
成
21

年
４
月
に
資
産
経
営
の
指
針
と

な
る
「
浜
松
市
資
産
経
営
推
進

方
針
」
を
公
表
し
て
い
る
。

方
針
で
は
、
目
指
す
べ
き
資

産
経
営
の
姿
と
し
て
「
保
有
財

産
（
土
地
・
建
物
）
の
縮
減
と

効
率
的
な
施
設
運
営
」「
既
存

財
産
の
戦
略
的
な
有
効
活
用
の

推
進
」「
安
全
で
快
適
に
利
用

で
き
る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
」
を
掲
げ
、「
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」（
土
地

や
建
物
を
総
合
的
に
企
画
、
管

理
、
活
用
す
る
こ
と
）
の
考
え

に
基
づ
き
、
効
率
的
な
公
共
施

設
の
運
営
・
管
理
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
両
立
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
21
年

度
に
736
施
設
、
平
成
22
年
度
に

約
千
400
の
公
共
施
設
の
施
設
評

価
を
行
っ
て
い
る
。

同
市
で
は
、
平
成
22
年
9
月

に
平
成
21
年
度
に
実
施
し
た
736

施
設
を
対
象
と
し
た
「
浜
松
市

公
共
施
設
再
配
置
計
画
基
本
方

針
」
を
公
表
し
て
い
る
。
浜
松

市
は
、
人
口
約
82
万
人
で
平
成

19
年
に
政
令
指
定
都
市
へ
移
行

し
た
市
で
あ
る
が
、
合
併
市
特

公
共
施
設
の
適
正
配
置
、
有
効
活
用

市
長
は
市
民
の
意
見
を
十
分
に
聞
け
！

小
幡　

勝
己
︵
公
明
︶

未
来
志
向
の
西
東
京
市
を
創
出
せ
よ
！

青
少
年
の
健
全
育
成
は
社
会
の
責
務
！

佐
々
木　

順
一
︵
公
明
︶

西
東
京
市
で
の
対
応
は
。

国
は
現
行
の
介
護
保
険

料
か
ら
月
額
千
円
程
度
上
が
る

と
試
算
し
て
い
る
。
介
護
保
険

運
営
協
議
会
で
検
討
し
た
い
。

既
存
の
団
体
の
予
約
で

新
規
の
団
体
が
福
祉
会
館
を
予

約
し
づ
ら
い
状
況
を
改
善
せ
よ
。

利
用
方
法
に
つ
い
て
再

検
討
し
て
い
く
。

図
書
館
に
予
約
棚
シ
ス

テ
ム
を
導
入
、
効
果
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

窓
口
の

混
雑
が
大
き
く
解
消
し
た
。

図
書
館
の
雑
誌
カ
バ
ー

に
広
告
掲
載
を
せ
よ
。

　
　
　
　
　
　

検
討
中
。

り
そ
な
銀
行
か
ら
自
由

学
園
に
向
か
う
道
路
の
整
備
を
。

順
次
補
修
・
整
備
す
る
。

市
長
任
期
も
あ
と
１
年

半
。
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
は
。

公
共
施
設
の
適
正
配
置
、

有
効
活
用
に
強
い
決
意
で
臨
む
。

保
育
園
Ｎ
ｉ
ｃ
ｏ
ｔ
の

建
設
に
つ
い
て
、
地
域
の
意
見

を
受
け
と
め
る
よ
う
事
業
者
に

要
望
せ
よ
。

地
域
の
要
望
を
取
り
入

れ
た
対
応
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
開
設
時
期
が
遅
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。

や
っ
と
一
時
保
育
の
予

約
方
法
が
11
月
か
ら
変
わ
る
が
、

そ
の
状
況
は
。

11
月
分
の
予
約
か
ら
公

共
施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
予
約
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

来
年
度
か
ら
介
護
保
険

料
の
値
上
げ
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

市
財
政
の
状
況
に
つ
い
て

国
で
は
景
気
動
向
の
低

迷
・
雇
用
不
安
や
東
日
本
大
震

災
等
の
財
政
出
動
な
ど
で
、
市

財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
。「
自
立
し
た
健
全
な
自
治

体
運
営
」
は
可
能
な
の
か
。�

市
税
等
の
動
向
を
含
め
、

慎
重
か
つ
適
切
な
歳
入
見
込
み

に
基
づ
く
予
算
編
成
に
努
め
る
。

青
少
年
行
政
に
つ
い
て

青
少
年
の
健
全
育
成
は

地
域
社
会
の
責
務
で
あ
る
。
一

元
的
な
青
少
年
行
政
組
織
を
つ

く
り
、
施
策
の
推
進
を
図
れ
。

他
課
と
の
連
携
を
図
り
、

児
童
青
少
年
課
で
集
約
す
る
。

公
共
施
設
の
適
正
配
置
計
画

新
た
な
西
東
京
市
の
形

を
決
め
る
基
本
計
画
で
、
庁
舎

統
合
方
針
、
中
央
図
書
館
・
田

無
公
民
館
・
市
民
会
館
の
合
築

・
複
合
化
、
中
原
小
・
ひ
ば
り

が
丘
中
の
建
て
か
え
計
画
な
ど
、

市
の
方
針
決
定
・
計
画
策
定
の

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
情
報
公

開
と
説
明
責
任
を
果
た
せ
。

議
会
に
対
す
る
適
時
・

適
切
な
報
告
・
説
明
に
努
め
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ひ
ば
り
个
丘
駅
北
口
地
区
計
画

地
区
計
画
の
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
北
口
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
の
実
効
性
を
問
う
。

地
区
計
画
は
11
月
中
旬

を
め
ど
に
都
市
計
画
決
定
し
、

12
月
議
会
で
条
例
改
正
す
る
予

定
で
あ
る
。
地
区
全
体
の
防
災

性
が
向
上
し
、
よ
り
魅
力
と
活

力
あ
る
商
業
拠
点
と
な
る
。

問
質

問
質

問
質

問
質

問
質

問
質

問
質

問
質

問
質

問
質

問
質

長
市

長
市

長
市

長
市

長
市

長
市

長
市

長
市

長
市

長
市

有
の
課
題
・
問
題
「
公
共
施
設

の
適
正
配
置
」
へ
の
取
り
組
み

は
、
本
市
に
お
け
る
公
共
施
設

の
適
正
配
置
等
へ
の
考
え
方
の

参
考
に
な
っ
た
。

藤
枝
市

人
材
育
成
に
つ
い
て

藤
枝
市
で
は
、「
質
」
の
向
上

は
、
何
よ
り
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
＝
改
革
・
開
発
意
欲
の
ア
ッ

プ
が
も
と
に
な
る
と
し
て
、
職
員

み
ず
か
ら
が
も
っ
と
仕
事
を
よ
く

し
た
い
、
市
民
の
た
め
に
こ
こ
を

変
え
た
い
と
い
う
改
革
・
改
善
志

向
を
永
続
的
に
持
ち
続
け
る
よ
う
、

全
庁
的
な
方
向
づ
け
が
で
き
れ
ば
、

市
全
体
と
し
て
の
行
政
効
果
が
飛

躍
的
に
向
上
す
る
と
し
て
全
事
業

の
総
点
検
（
全
課
職
員
が
各
自
の

仕
事
を
優
先
順
位
ご
と
に
1
行
ず

つ
書
き
出
し
、
各
課
の
事
業
構
成

と
配
分
を
見
直
す
。）
と
一
人
一

改
善
運
動
（
決
裁
の
要
ら
な
い
職

員
全
員
参
加
型
の
自
由
な
改
革
提

案
制
度
）
を
展
開
し
て
い
る
。

市
で
は
、「
元
気
な
ま
ち
藤

枝
」
づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し

て
、
第
5
次
総
合
計
画
「
元
気

共
奏
・
飛
躍
ふ
じ
え
だ
」
に
各

種
施
策
を
反
映
し
て
、
行
政
経

営
を
行
っ
て
お
り
、
藤
枝
型
行

政
経
営
で
は
、
職
員
を
市
の
財

産
と
し
て
考
え
、「
人
材
育
成

型
」
の
市
政
改
革
が
必
要
と
し

て
「
藤
枝
市
新
公
共
経
営
方

針
」
に
基
づ
き
「
新
・
人
材
育

成
基
本
方
針
」
が
策
定
さ
れ
て

い
た
。

日
程
・
視
察
先

７
月
11
日 

静
岡
県
浜
松
市

７
月
12
日 

静
岡
県
藤
枝
市

参
加
委
員
数

　
９
人

報
告
者

　
企
画
総
務
委
員
長

大
友

　
か
く
子

＊
し
き
い
値

境
目
と
な
る
値
の
こ
と
。

＊
エ
ビ
デ
ン
ス

証
拠
、
根
拠
。
医
学
で
臨
床

結
果
な
ど
の
科
学
的
根
拠
を
い

う
。

＊
Ｎ
Ｐ
Ｏ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン 用

語
の
解
説

教
育
長
職
務
代
理
者

教
育
長
職
務
代
理
者

見
意

若
者
（
15
歳
か
ら
お
お
む
ね

35
歳
ま
で
）
の
た
め
の
総
合
相

談
窓
口
。

＊
地
域
共
生
の
家

所
有
者
自
ら
の
意
思
に
よ
り
、

地
域
の
公
益
的
か
つ
非
営
利
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
場
と
し
て
、

地
域
の
き
ず
な
を
は
ぐ
く
み
開

放
性
の
あ
る
活
用
が
な
さ
れ
て

い
る
私
有
の
建
物
の
こ
と
。

＊
オ
ン
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

ワ
ゴ
ン
車
や
乗
用
車
を
使

っ
て
利
用
者
の
自
宅
か
ら
目

的
地
ま
で
送
迎
す
る
新
し
い

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ

ス
。


